
１．１月３１日に第８回理事役員会を開催しまし
た。決定事項を報告いたします。
①２月例会プログラムについて承認。
②新春夜間例会決算について承認。
③留萌ＲＣ創立記念夜間例会予算案について
承認。
④社会奉仕委員会担当事業の特別支援教育連
盟合同学習会（２月１５日）は、メイクアップ
事業とする事を承認。
⑤１月３１日現在の会計報告を承認。

ゲスト
留萌市コホートピア推進室

主査 橋本るみ子様

社会奉仕委員会 辻本委員長
２０１３年度南部ブロック合同学習会が２月１５日

（金）午前１０時より、留萌市文化センター小ホー
ルにて開催されます。留萌地方特別支援教育連
盟「合同学習会」で、社会奉仕事業の一環であ
ります支援金の贈呈が実施されます。子供たち
の学習成果にも触れ、この事業への理解を深め
るためにも、是非多くの会員の皆様に参加して
いただきたいと思います。よろしくお願いしま
す。場所は留萌市文化センター小ホールです。

音楽カラオケ愛好会 中川会長
２月２７日の創立記念夜間例会において、余興
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会員総数………………４２名
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の部を音楽カラオケ愛好会が担当します。９委
員会の委員長さんに参加していただき、委員長
都合が悪ければ副委員長さん、若しくは委員さ
んにお願いします。
対象者は今週と次週の例会にて曲を選んでく
ださい。審査員、審査基準、景品は現在考慮中
です。対象委員会は次の通りです。①広報クラ
ブ会報委員会、②例会運営委員会、③親睦活動
委員会、④会員研修委員会、⑤会員増強委員会、
⑥奉仕プロジェクト委員会、⑦職業奉仕委員会、
⑧社会奉仕委員会、⑨国際奉仕委員会。以上よ
ろしくお願いします。

・・対馬会員より寸志をいただきました
鈴木会員

・・良い事がありますように 行徳会員
前 回 ４７５，０００円
今 回 １，７００円
累 計 ４７６，７００円

「コホートピア・るもい健康の駅」

留萌コホートピア推進室 主査 橋本るみ子様
留萌健康の駅は平成２１年７月にオープンした
施設で、北海道より建物の無償譲渡を受け、現
在は留萌市の施設となっております。施設の中
には、留萌市の職員２名とＮＰＯ法人るもいコ
ホートピアの職員９名が働いております。この
ＮＰＯ法人るもいコホートピアは、札幌医科大
学の小海教授が理事長となっている法人です。
るもい健康の駅は、まだまだ街の駅や道の駅、
健康の家と言われるなど、認知度が低いもので
すから、私たちが頑張って少しでも知っていた
だこうと、本日も参加させていただきました。
留萌市では、このコホートピア構想を掲げてお
り、ʠコホートʡ（前向きな医学研究）とʠピアʡ
というのはユートピア（理想郷）という言葉を掛
け合わせた造語でございます。それでは、はじ
めに梅田より、健康の駅の取り組みについてお
話をさせていただきます。

ＮＰＯ法人るもいコホートピア 梅田様
るもい健康の駅は、先ほ
ど橋本主査が言われたよう
に、平成２１年７月に開設致
しました。地域住民の健康
維持や増進を目的として、
健康のための活動を行なう施設で、全国に健康
の駅と認証されているのは２０箇所ありますが、
北海道では留萌市にしかございません。北海道
に唯一の健康に関する認証を受けた施設です。
私たちが普段取り組んでいるのは、地域の方々
が安心して健康に暮らしていける街づくりを目
指して、日々活動をしております。
健康の駅の施設は基本的に無料の施設で、月
曜日と祝日だけがお休みで、水曜と木曜の夜は
８時３０分まで開いております。施設の概要を申
しますと、１階には健康体験室、健康指導室、
図書室、健康サロンがあり、２階には軽運動室
としてエアロバイク、ウォーキングマシン、ス
テップマシン、バランスボールなどを取り揃え
ております。
皆さんは以前に例会で利用された事がござい
ますのでお分かりかと思いますが、健康チェッ
クを無料で受ける事ができます。時間が無くて
なかなか病院にも行けない方にでも少し時間を
作って頂き、簡単に健康相談ができます。
次に、るもい健康の駅で開催している取り組
みを少しご紹介いたします。先ず初めはʠ学ぶʡ
として基礎老年医学講座です。これは高齢期に
おける身体の特徴や構造を学び、日々の生活に
活かせる講座です。病気や介護の予防、また家
庭で介護をされている方にもお勧めの講座で、
介護に携わっている方を対象に毎月４回開催し
ております。これは理事長の小海先生が授業を
担当しておりますので、興味のある方は是非自
分の為にも家族の為にも受けてみてはと思いま
す。次に、認知症サポーター養成講習です。こ
れは地域で認知症の患者さんがとても増えてき
まして、留萌も例外ではなく高齢化が進んでお
りますので、認知症を正しく理解し、認知症の
方やご家族を地域で支える応援者の養成講座で
す。昨年から企業でもこの講座を受けていただ
き、認知症患者が気軽に買い物が出来る手助け
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になろうという事で、企業の方にもこの講習を
ぜひ受けていただければと思います。また、健
康よろず相談も行なっており、看護師やケアマ
ネージャー、介護福祉士が医療や介護に関する
ことの相談を受けております。その外に、マン
スリー健康講話を毎月行なっております。医師
や医療・介護の専門職が病気の予防のヒントや
運動のアドバイス、介護予防等をテーマに開催
していますので、興味のあるテーマがございま
したらぜひお聞きください。
次にʠ体験するʡという事で、ふまねっと運
動です。これは認知症の予防運動になっており
ます。頭を使って、手を使って、足も使って、
口も使うという運動で、総てを使い、皆で行な
う楽しい運動です。認知症の予防、バランス感
覚を高め、下肢の筋力の低下を予防します。こ
れも無料で毎週木曜日に開催しております。ま
た、ココから体操というものがあり、３０分の有
酸素運動です。これは低体力者や生活習慣病罹
患者の心と身体の健康体操で、音楽に合わせて
身体をほぐし、柔軟性を高めます。
そして、一次救命・ＡＥＤ体験講習会です。
いざという時、あなたにも助けられる命があり
ます。ぜひこの講習会を受けていただければと
思います。
最後に健康チェックです。これは機械に乗る
だけで、内臓脂肪や基礎代謝量、骨密度などが
測れます。自分の身体を知る事から健康づくり
が出来ます。ぜひ受けてみてはと思います。
皆様のお手元に、名刺サイズのカードがある
と思いますが、是非これを、何時も目につく所
に貼っていただければと思います。これは脳卒
中の危険サインを書いたものですが、留萌の脳
卒中患者の発症率は全国平均の１．６～７倍とい
われています。ですから、この危険サイン３つ
のうち１つでも当てはまったら救急車です。①
顔がゆがむ。ニッコリした時顔の片側がゆがむ。
②腕が下がる。目を閉じて両腕を前に上げると
片腕が下がる。③言葉がもつれる。特にラリル
レロが言いづらくなります。この内１つでも当
てはまると７２％の確立で脳卒中。３つともです
と８７％の確立になります。留萌は脳卒中の発症
率が高いので、ご家族・友達などでこのような

症状の方がおりましたら、すぐに病院にかかる
ように教えてください。よく一晩様子を見る方
がいますが、なんでもなければ笑って帰ってこ
れますので、すぐに病院へ掛かるようにしてく
ださい。何故かといいますと、アルテプラーゼ
という点滴なんですが、これは発症から３時間
以内しか使えません。世界レベルで決まってお
りますので、ぜひ早く専門医へかかるようにし
てください。
この様にるもい健康の駅では、皆さんの健康
に関する様々な事業と啓発活動を行なっており
ます。ぜひ今後ともよろしくお願いします。

留萌コホートピア推進室 主査 橋本るみ子様
るもい健康の駅は平成２１
年に開業してから、２６の調
査研究事業を行っておりま
す。今年、平成２４年度の調
査研究事業としましては、
広報るもい１１月号に載せました「独居高齢者栄
養実態調査」というものを行なっております。
皆様の町内会にも、今後お邪魔して色々なお願
いをする事になると思いますが、独居というも
のはとてもリスクが高く、留萌市から孤立死・
孤独死を無くそうということで調査研究をはじ
めています。それと海藻由来フコキサンチンに
よる生活習慣病予防研究という物も行なってお
ります。これは海藻の中にあるフコキサンチン
を使ってＢＭＩ２５以上の方を対象に５０名の方に
協力をいたさき、内臓脂肪にどの様に影響を及
ぼすのかを研究しております。ちなみに私の主
人の検体を差し出しておりますが、７キロ位痩
せるんではないかと言われております。興味の
ある方は今年度は終わりましたが、来年度も行
なう予定ですので、ぜひ申し込んではと思いま
す。
最後に今年度の調査研究事業で一番お知らせ
したかったものですが、チラシをお持ちしまし
たので是非目を通していただければと思います。
これは、目のコホート研究といわれる物で、留
萌市近郊の４０歳以上を対象にした調査研究です。
旭川医科大学と留萌市の共同で行なっています。
旭川医科大学が開発したウエルネットリンクと
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（先週のつづき）
また、留萌の港からロシアの極東の港へ入れ
て中国へ持っていった場合、費用がどの位かか
るのかも調べていただきました。その結果を、
先ほどお話をした中国の商務局長さんに資料と
して送りましたところ、この金額であれば十分
に検討することが出来るとの返事をいただきま
した。その後、開発局に行きまして留萌の港を
使って木材を輸出したいとの事を伝え、開発局
としても協力をしてほしいとお願いに行って参
りました。そうすると、留萌の開発建設部から
もその様な話を聞いているとの事で、留萌港湾
事務所からもぜひお手伝いをするとの協力を
とっております。この事からも、私自身ぜひ実
現出来るようにと頑張っているところでござい
ます。しかし、先ほど言ったように、ロシアの
港にはワイロや税関についても不明確な事も多
いとの事や、港の設備についても、また中国が
望む木材を本当にそれだけの量を調達出来るの
かなど、超えなければならないハードルも多く
あります。実際に輸出の素人が出来る仕事かも
見極めなければなりません。何年かかるかわか
りませんが、この夢の実現に向かってがんばろ
うと思います。
最後になりましたが、北海道の電力事情につ
いてお話をさせていただきます。
現在、泊の原子力発電所が３基とも停止状態
ですが、この発電所においては２０７万ｋｗ、北海
道使用電力（この冬期間５３０万ｋｗ必要）で、約
４０％をまかなっておりました。これが昨年５月

に完全にストップしてしまいました。これによ
り、現在は１２基ある火力発電所によって賄われ
ております。また、自家発電を持っている企業
から分けてもらったりして供給しているのが現
状です。火力発電所は建設してから４０年以上が
経過しているものもあり、けっこう老朽化して
おります。原子力発電があったものですから、
定期的に点検し、休み休み使っていたのが現状
でございます。それをこの冬にフル稼働をして
おりますので、故障が頻発しております。７％
の節電要請が来ておりますが、北海道は寒さが
厳しく節電がかなり厳しい状態です。この様な
状態で原発が稼動しなければ来年の冬にもこの
様な事が起こりますし、万が一大型の火力発電
所が故障をいたしますと、電力不足の恐れもご
ざいます。
私自身、原発推進派ではございませんが、こ
の様な危うい状況である事を知っておくべきだ
と思います。道民生活、道内企業・経済への影
響も考えなければなりません。再生可能エネル
ギーなどとよく言われますが、風力発電におい
ても風が強すぎると周波数に影響して発電が出
来ないとか、当然風が無ければ発電は出来ませ
んし、太陽光発電といっても送電網が完備され
ておりません。色々な問題がございます。やは
り、原子力規制委員会が泊発電所の安全性を確
認できた際には、原発の再稼動を検討すべきと
思います。
時間になりましたのでこの辺で終わらせてい
ただきます。ありがとうございました。
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いうもので、留萌にいながら旭川医科大学の診
断が受けられるというものです。４０歳以上の方
の２０人に１人が緑内障といわれています。進行
すると失明の恐れがあり、自覚症状が少ないた
め、検診が必要となります。検診は簡単で、る
もい健康の駅で目の検査、健康測定、生活習慣
アンケートです。年１回、これを５年間続けて
いただくだけです。検査結果は健康の駅に来る
か、またはご自宅のパソコンで眼科医の健康ア
ドバイスとして確認できます。ぜひこの機会に
受けてみてはと思います。
募集人員は１７００名です。皆さんの中にも２０人

に１人の割合ですが、その１人の中この緑内障
に掛かっている方がいるかもしれません。ぜひ
この機会に、目の健康アドバイスを受けてみて
はと思います。また、皆様に宣伝マンになって
いただけたらとも思っております。痛くも痒く
もありません。留萌市民が健康で生活が出来る
事を願っております。この目の健康アドバイス
は、毎週火曜日と木曜日の１時から３時まで試
行的に行なっております。今後皆様の要望を取
り入れて、時間なども変えて行ないたいと思い
ます。職場単位や地域単位なども考えていきた
いと思っております。
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